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耐環境性能を向上させた調光ミラーデバイス
光学特性が可変のため次世代窓ガラスとして有望

適用分野：
●建築部材
●光学部品・光ネットワーク
　素子
●デコレーション部材

目的と効果
さまざまな建築物や自動車などの窓ガラスは日
光の取り入れの機能をもちますが、特に夏季にお
いては必要以上の日光（熱）も取り込み、屋内や
車内の快適性を保つための冷房使用による大き
なエネルギー消費につながります。調光ミラーデ
バイスは、ガラスを通って入ってくる日光の量をコ
ントロールできるために、省エネルギーならびに
低環境負荷の観点で次世代窓ガラスとして期待さ
れていますが、環境（特に湿度）に対する性能安
定性が不十分でした。この発明により、四季や
天候など使用環境を想定し、環境性能に優れた
調光ミラーデバイスを提供することができます。

技術の概要
調光ミラーデバイスの基本構造は、図（a）に
示すように、ガラスなどの透明基材上に形成され
た、透明電極、イオン貯蔵層、固体電解質層、バッ
ファ層、触媒層、マグネシウム系合金薄膜を用い
た調光ミラー層からなります。調光ミラー層は金属
（鏡）であるために光をよく反射します。図（a）

の電極間に電圧を印加しますと、水素イオン（H+）
が調光ミラー層に導入され、化学反応を生じ非金
属（水素化合物）となることで、図（b）のように
透明状態に変化します。さらに、表面を耐環境
性能に優れた保護層で封止することで、周辺環境
（湿度）の影響による性能安定性を向上させるこ
ともできました。室温で作製できるため、柔軟な
プラスチックを基材として用いたフレキシブルデバ
イスも可能です。

発明者からのメッセージ
調光ミラーデバイスは電気的に透過率と反射率
を制御できるため、住宅やビルなどの窓ガラスや
自動車、電車、航空機などの窓ガラスとしての応
用が期待できます。特に調光ミラー層の金属（鏡）
状態においては日光の透過率を数％以下に抑える
ことができるために、室内をクールに保つことが
できます。電気的に光学特性を可変できる原理に
より、光学素子や電子回路デバイス、玩具などへ
のデコレーション部材などさまざまな用途が想定
できます。

 

 

Mg（反射状態）+ 2H+ + 2e－ ⇔ MgH2（透明状態 : 無色）
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Mg2Ni（反射状態）+ 4H+ + 4e－ ⇔ Mg2NiH4（透明状態：赤褐色）
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調光ミラーデバイスの代表的な構造、切り替え原理、および外観変化
図（a）の電極間に数ボルトの電圧を印加すると、水素イオン（H+）の移動に伴う化学変化により、
図（b）のように鏡状態から透明状態へ変化する。電圧の極性（±）により可逆的に変化可能である。
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